
気
学
で
は
申
の
五
黄

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入

気
学
で
は
酉
の
四
緑

九
月
八
日
（
白
露
）
節
入

新
聞
偶
感

七
月
八
日
（
金
）
十
一
時

半
、
安
倍
晋
三
元
首
相
が
銃

撃
さ
れ
死
去
。
日
本
中
を
揺

る
が
す
衝
撃
の
事
件
。
真
相

は
旧
統
一
教
会
絡
み
が
近
因

と
い
う
こ
と
で
究
明
中
で
す
。

七
月
二
十
六
日
。
相
模
原

市
の
障
害
者
施
設
「
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
」
で
入
所
者
の

殺
傷
事
件
が
六
年
前
に
あ
っ

た
。
石
碑
を
建
立
し
、
「
誰

に
で
も
優
し
く
、
誰
も
が
安

心
し
て
心
穏
や
か
に
過
ご
せ

る
社
会
に
」
（
慰
霊
の
碑
文
）
。

石
碑
に
刻
む
言
葉
は
重
い
も

の
と
新
聞
は
伝
え
ま
す
。

平
成
二
十
年
六
月
八
日
、

十
四
年
前
の
惨
禍
。
秋
葉
原

無
差
別
殺
傷
事
件
の
死
刑
囚

へ
の
死
刑
執
行
は
七
月
二
十

六
日
で
し
た
。

現
代
の
異
常
な
事
件
多
発

の
真
因
は
何
か
と
問
い
か
け

て
も
、
本
質
が
わ
か
ら
ず
事

実
の
み
が
記
載
さ
れ
る
の
み
。

そ
こ
で
現
代
の
世
相
は
、

得
卦

離
為
火
の
上
九

王
、
用
て
出
で
て
征
す
。

以
て
邦
を
正
す
な
り
。

多
様
化
で
複
雑
な
社
会
に

適
応
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、

今
後
も
事
件
の
頻
度
は
高
い
。

八
月
筮
―
艮
為
山
九
三

九
月
筮
―
天
雷
无
妄
六
三

八
月
は
慎
重
運
。
雑
用
を

抱
え
込
ま
ず
軽
め
に
進
め
る
。

親
子
は
思
い
や
り
夫
婦
は
会

話
で
心
を
繋
ぐ
。
下
旬
に
思

わ
ぬ
事
で
驚
く
。
坎
宮
か
ら

特
に
悪
く
な
く
体
調
安
心
。

九
月
は
自
分
の
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
。
難
事
は
成
り

行
き
に
任
せ
る
。
人
に
逆
ら

わ
ず
笑
顔
で
返
す
。
財
布
は

締
め
て
も
出
る
。
疲
労
の
回

復
を
図
る
。

八
月
筮
―
地
天
泰
九
三

九
月
筮
―
風
地
観
六
二

八
月
は
安
定
路
線
に
乗
る

の
で
無
事
。
仕
事
は
確
実
に

処
理
。
我
が
家
で
楽
し
く
賑

わ
う
。
温
故
知
新
よ
り
新
し

い
知
識
を
知
る
。
下
旬
に
厄

介
問
題
が
生
じ
る
が
辛
抱
。

九
月
ま
だ
夏
疲
れ
が
残
る
。

上
旬
は
気
楽
に
中
下
旬
に
予

定
を
こ
な
す
。
善
事
は
裏
目

に
出
や
す
い
。
奉
仕
精
神
が

仕
事
に
福
招
く
。
食
養
第
一
。

八
月
筮
―
天
火
同
人
六
二

九
月
筮
―
沢
天
夬
初
九

八
月
は
方
針
決
め
て
着
実

に
進
め
る
。
仕
事
好
調
だ
が

調
子
に
乗
ら
な
い
。
投
資
な

ど
大
金
話
に
動
か
さ
れ
用
心
。

愛
情
は
真
心
を
伝
え
る
気
持

ち
が
本
物
。
体
調
良
好
。

九
月
は
自
重
運
。
何
事
に

も
安
全
策
を
採
る
。
対
人
面

で
気
に
入
ら
な
い
が
妥
協
。

金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
避
け
る
。

車
や
機
械
操
作
は
慎
重
に
。

八
月
筮
―
巽
為
風
上
九

九
月
筮
―
雷
火
豊
六
五

八
月
の
運
気
は
軽
快
さ
が

あ
り
、
仕
事
の
成
果
は
下
旬

に
実
る
。
家
庭
の
案
件
は
未

処
理
の
ま
ま
。
購
入
品
は
滑

ら
か
に
入
手
。
気
と
体
は
若

く
中
旬
に
成
果
を
上
げ
満
足
。

九
月
も
活
気
は
続
く
。
仕

事
は
予
定
通
り
に
こ
な
し
、

欲
張
ら
な
い
。
書
類
手
続
き

に
不
備
、
誤
報
に
迷
う
の
で

用
心
。
目
下
や
子
供
か
ら
相

談
あ
り
。

八
月
筮
―
雷
水
解
上
六

九
月
筮
―
風
地
観
六
二

今
年
は
忙
し
く
八
月
は
雑

用
多
し
。
中
旬
に
厄
介
事
が

解
け
て
一
安
心
。
身
内
の
内

輪
も
め
に
気
を
配
る
。
遠
方

旅
行
は
不
調
。
慣
れ
な
い
作

業
で
腰
や
節
々
を
痛
め
る
。

九
月
は
一
段
と
活
気
渦
に

流
さ
れ
る
が
悠
々
と
し
た
態

度
で
臨
む
こ
と
。
久
し
ぶ
り

の
人
情
に
感
動
す
。
金
運
は

出
る
足
が
速
い
。
疲
労
濃
厚
。

八
月
筮
―
水
火
既
済
初
九

九
月
筮
―
沢
火
革
六
二

八
月
は
平
穏
さ
を
望
む
が

気
忙
し
く
追
わ
れ
る
。
何
事

も
基
準
通
り
に
進
め
て
無
事
。

仕
事
は
充
実
と
油
断
が
重
な

る
の
で
慎
重
に
。
家
庭
は
改

革
を
進
め
る
。
夏
風
邪
用
心
。

九
月
に
な
れ
ば
一
息
。
運

気
は
緩
急
の
動
き
を
伴
う
の

で
心
得
る
。
温
か
い
愛
情
に

絆
は
深
ま
る
。
知
人
か
ら
内

密
の
話
を
聞
き
胸
に
し
ま
う
。

八
月
筮
―
水
火
既
済
初
九

九
月
筮
―
水
山
蹇
六
二

暑
さ
に
負
け
ず
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
八
月
は
気
楽
に
過
ご

す
。
仕
事
ぼ
ち
ぼ
ち
家
庭
で

の
ん
び
り
心
豊
か
に
過
ご
す
。

月
末
に
朗
報
。
楽
し
み
に
。

九
月
は
無
理
を
し
な
い
で

現
状
維
持
。
公
私
山
積
み
で

は
手
に
負
え
ず
手
を
借
り
る
。

仕
事
は
マ
ン
ネ
リ
気
味
。
ま

ず
整
理
整
頓
し
新
知
識
を
入

れ
る
。
意
地
と
足
腰
に
注
意
。

八
月
筮
―
地
風
升
九
三

九
月
筮
―
沢
山
咸
九
三

八
月
は
表
面
的
に
は
良
く

見
え
て
も
結
果
が
出
な
い
。

進
め
る
よ
り
守
り
を
固
め
る
。

人
に
は
公
平
に
接
し
て
信
頼

が
生
ま
れ
る
。
金
品
の
損
失

避
け
る
。
コ
ロ
ナ
誤
診
注
意
。

九
月
は
何
事
も
見
通
し
が
明

る
い
。
交
渉
事
や
手
続
き
の

処
理
は
下
旬
。
家
庭
の
喜
び

は
団
欒
か
ら
。
仕
事
は
信
用

で
増
収
を
得
る
。
食
膳
大
切
。

八
月
筮
―
火
風
鼎
九
三

九
月
筮
―
沢
風
大
過
九
二

八
月
は
好
調
な
の
で
予
定

し
た
事
柄
を
実
行
。
日
頃
の

努
力
で
花
開
い
た
嬉
し
さ
。

夏
の
風
物
詩
を
味
わ
う
心
の

豊
か
さ
。
旧
友
と
久
し
ぶ
り

の
会
話
や
テ
レ
ビ
情
報
吉
。

九
月
は
季
節
の
変
わ
り
目
で

健
康
管
理
を
。
何
事
も
ゆ
っ

く
り
と
取
り
組
む
。
心
配
や

悩
み
が
あ
れ
ば
棚
に
上
げ
て

お
く
。
足
腰
の
疲
れ
が
続
く
。
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河
野
有
泉

令
和
四
年
五
月
二
十
八
日

（
土
）
一
時
よ
り
北
千
住
マ

ル
イ
内
「
シ
ア
タ
ー
一
〇
一

〇
」
十
階
講
義
室
に
て
定
期

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
改
修
工
事

の
た
め
場
所
変
更
）
。

第
一
部

泰
山
林
翰
先
生
の

「
泰
山
ア
ラ
カ
ル
ト
」

第
二
部

福
田
有
宵
先
生
の

「
赤
ち
ゃ
ん
の
姓
名
と
人
相
」

に
つ
い
て
で
す
。

福
田
先
生
ご
挨
拶

昨
日
の
雨
も
上
が
り
今
日

は
清
々
し
い
日
と
な
り
ま
し

た
。
背
中
に
荒
川
を
一
望
の

も
と
に
望
む
新
会
場
で
す
。

す
っ
き
り
と
し
た
新
た
な
気

分
で
、
今
年
度
最
後
の
例
会

を
楽
し
み
な
が
ら
研
究
に
全

力
を
挙
げ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第
一
部

泰
山
ア
ラ
カ
ル
ト

泰
山
林
翰
先
生

「
泰
山
林
翰
」
と
い
う

名
前
に
つ
い
て

「
泰
山
」
は
、
私
の
母
が
京

都
で
占
術
の
講
師
を
し
て
い

た
と
き
の
「
泰
山
三
花
」
の

名
前
で
す
。
泰
山
は
中
国
五

獄
獨
尊
（
衡
山
・
華
山
・
恒

山
・
嵩
山
・
泰
山
）
の
一
つ

で
す
。
泰
山
は
中
で
も
一
番

尊
く
中
国
皇
帝
が
参
拝
し
祭

祀
を
行
っ
た
霊
山
で
す
。
平

成
二
十
七
年
に
福
田
先
生
は

じ
め
有
志
の
方
と
行
き
ま
し

た
。最

初
、
天
子
直
続
の
文
書

を
司
る
役
所
「
泰
山
翰
林
院
」

か
ら
「
翰
林
」
に
し
よ
う
か

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
も
公

務
員
で
公
正
執
務
と
し
て
法

令
作
り
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
良
い
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
居
住
地
が
東
林
間
地

区
で
公
文
書
館
・
公
民
館
館

長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
地
域
に
因
ん
で

「
林
間
」
の
音
を
と
り
「
翰

林
」
を
逆
に
し
て
「
泰
山
林

翰
」
と
決
め
ま
し
た
。

「
泰
」
は
熊
﨑
式
で
九
画
、

康
煕
字
典
で
十
画
で
「
水
」

の
画
数
の
取
り
方
が
違
い
ま

す
。
母
親
か
ら
名
前
は
「
易

経
」
か
「
論
語
」
か
ら
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
「
林
」
は

「
屯
」
、
「
翰
」
は
「
賁
」
、

「
中
孚
」
に
一
字
あ
り
ま
す
。

爻
辞
を
参
考
に
し
て
虚
勢
を

張
ら
ず
、
分
相
応
と
戒
め
な

が
ら
生
き
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
語
源
の
謎
」

先
日
、
『
語
源
の
謎
』
と

い
う
本
を
買
い
ま
し
た
。
こ

の
中
の
二
、
三
を
お
話
し
し

ま
す
。
「
赤
の
他
人
」
の
赤

は
ど
う
い
う
意
味
か
？
色
で

は
な
さ
そ
う
で
す
。
平
安
後

期
の
辞
書
『
類
聚
名
義
抄
』

の
中
で
全
裸
を
「
赤
裸
」
と

言
い
ま
す
。
「
赤
の
他
人
」

の
赤
は
〝
全
く
の
〟
と
い
う

強
い
言
葉
で
す
。

「
一
日
千
秋
」
は
な
ぜ
春
で

は
な
く
秋
な
の
か
？
古
来
収

穫
の
時
期
を
一
年
の
区
切
り

と
し
て
い
た
の
で
秋
は
大
切

な
時
期
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

な
か
な
か
面
白
い
本
で
す
。

「
楷
」
に
つ
い
て

「
孔
林
」
は
孔
子
の
墓
所
で

孔
子
の
没
後
中
国
各
地
の
弟

子
が
美
し
い
木
を
植
え
ま
し

た
。
最
も
師
を
尊
敬
し
て
い

た
子
貢
が
手
植
え
た
木
が
楷

で
す
。
福
田
先
生
の
易
学
教

室
が
あ
っ
た
湯
島
聖
堂
に
も

立
派
な
楷
の
木
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
に
は
元
々
無
く
大

正
四
年
白
沢
保
美
博
士
が
中

国
か
ら
種
を
持
ち
帰
り
足
利

学
校
・
湯
島
聖
堂
・
岡
山
の

閑
谷
学
校
・
佐
賀
に
寄
贈
さ

れ
「
学
問
の
木
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
閑
谷
学
校
は
岩
盤

の
せ
い
で
根
が
深
く
伸
び
ず

に
横
に
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

湯
島
聖
堂
の
楷
の
木
は
キ
リ
ッ

と
し
た
枝
ぶ
り
で
堂
々
と
し

て
楷
書
の
字
に
相
応
し
い
木

で
す
。

「
仁
田
丸
久
先
生
」
に

つ
い
て

仁
田
丸
久
先
生
は
本
名
車

谷
常
吉
。
明
治
三
十
三
年
生

れ
、
昭
和
四
十
八
年
七
十
四

才
没
。
大
阪
在
住
の
方
で
し

た
。
「
周
易
裏
街
道
」
「
う

ら
お
も
て
周
易
作
法
」
そ
の

他
が
あ
り
ま
す
。
易
を
独
自

の
解
釈
と
、
あ
る
意
味
霊
術

と
し
て
捉
え
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
尊
敬
の
念
を

込
め
て
「
ニ
タ
マ
ル
ク
」
と

呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
日
は
「
う
ら
お
も
て
周

易
作
法
」
か
ら
昭
和
四
十
四

年
の
講
義
を
御
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
話

で
す
。
歳
の
暮
れ
の
忙
し
い

時
に
名
刺
屋
に
無
理
に
八
文

字
を
刷
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

王
・
半
・
平
・
斗
・
未
・
米
・

求
・
非
そ
し
て
八
文
字
の
ど

れ
か
に
「
◦
」
が
つ
く
。

十
三
枚
ず
つ
八
×
十
三
計

一
〇
四
枚
で
す
。
こ
れ
は
何

で
し
ょ
う
？
八
文
字
の
縦
棒

を
と
る
と
八
卦
に
な
り
ま
す
。

「
◦
」
は
得
爻
で
す
。
数
字

は
半
が
六
、
平
が
二
、
斗
が

一
、
未
が
四
、
米
が
五
、
求

が
三
と
な
り
ま
す
。

「
な
ぜ
こ
の
様
に
や
る
の
か
？
」

と
い
う
問
に
先
生
は
「
八
卦

は
易
の
神
様
が
作
ら
れ
た
も

の
で
す
の
で
、
そ
の
ま
ま
出

す
の
で
は
な
く
隠
美
の
う
ち

に
奥
に
秘
め
た
意
味
を
問
う

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

時
代
に
独
自
の
カ
ー
ド
を
作

ら
れ
た
こ
と
に
感
心
し
ま
す
。

読
ん
で
い
る
と
切
り
が
無
く

興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

あ
れ
や
こ
れ
や
と
ア
ラ
カ

ル
ト
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
部

赤
ち
ゃ
ん
の
姓
名
・

人
相
に
つ
い
て

福
田
有
宵
先
生

先
生
は
先
、
磁
石
で
教
室

の
方
位
を
測
り
ま
す
。
白
板

は
戌
亥
の
方
向
に
な
り
ま
す
。

皆
様
は
乾
に
向
っ
て
座
っ
て

い
る
訳
で
す
。
座
る
位
置
に

よ
っ
て
心
持
ち
も
違
っ
て
き

ま
す
。
今
日
は
優
秀
な
頭
を

使
い
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
こ

と
が
生
じ
て
き
ま
す
。

自
分
の
人
生
を
い
か
に
生

き
る
か
？

こ
の
様
な
相
談
の
時
、
私

は
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
の
言

葉
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

「
三
十
四
才
で
会
社
を
辞
め

て
長
年
ヒ
ッ
ト
作
が
で
ず
、

七
十
才
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
で

脚
光
を
浴
び
る
遅
咲
き
の
人

生
で
す
。
人
生
は
満
員
電
車

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

我
慢
し
て
乗
っ
て
い
る
と
次
々

に
席
が
空
い
て
い
つ
の
間
に

か
座
れ
ま
す
。
困
難
な
時
、

辛
抱
強
く
努
力
す
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
成
就
さ
せ
る

秘
訣
は
目
標
を
定
め
た
ら
歩

み
を
止
め
な
い
。
心
の
持
ち

様
で
状
況
が
変
化
す
る
の
で

す
。
」
珠
玉
の
人
生
で
あ
っ
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た
と
思
い
ま
す
。

又
、
あ
る
事
業
家
の
相
談

で
す
。
会
社
を
息
子
に
継
が

せ
た
い
が
息
子
は
反
発
し
て

会
話
に
も
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
対
し
て
勉
強
会
の
講
師
か

ら
「
あ
な
た
は
自
分
の
立
場

で
ば
か
り
話
す
の
を
止
め
て

息
子
の
立
場
で
向
い
な
さ
い
。
」

と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

う
ま
く
行
く
様
に
な
る
。
自

分
を
変
え
て
い
か
に
相
手
の

立
場
に
な
る
か
が
大
切
で
す
。

今
日
は
こ
の
二
つ
を
私
は

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
泰
山
先
生
の
「
水
」

の
字
画
の
件
で
す
が
、
三
、

四
、
五
画
と
三
通
り
が
あ
り

ま
す
。
姓
名
の
場
合
一
画
の

違
い
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

字
画
数
の
違
い
の
み
な
ら
ず

意
味
合
い
を
考
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
運
勢
の
判
断
、

測
字
占
も
合
せ
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
泰
山
先

生
の
本
名
「
生
馬
」
は
競
馬

好
き
の
父
上
様
か
ら
最
初
に

与
え
ら
れ
た
愛
情
あ
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
す
。
生
き
生
き
と

伸
び
や
か
に
生
き
て
欲
し
い

と
い
う
親
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
姓
名
」

富
沢
さ
ん
の
曽
孫
、
利
根

川
慧
さ
ん
で
す
。
「
慧
」
は

一
字
名
な
の
で
熊
﨑
式
で
は

三
才
を
重
要
視
し
て
一
字
を

加
え
ま
す
。
一
生
は
現
在
で

は
七
十
五
才
説
を
取
っ
て
い

ま
す
。
「
慧
」
は
知
恵
を
表

し
能
力
を
高
め
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
天
格
二
十
、
人
格

十
八
、
地
格
十
六
、
外
格
十

八
、
総
格
三
十
五
で
す
。

地
格
十
六
画

少
年
～
二
十
五
才

位
ま
で
。
心
配
り

が
で
き
て
上
手
な

人
付
き
合
い
が
で

き
ま
す
。
人
の
中

に
出
し
て
大
丈
夫

で
す
。
五
行
は
土

性
で
す
。
友
人
は

三
～
五
人
。
習
い

事
は
三
つ
位
で
す
。

人
格
十
八
画

地
格
十
六
画
か
ら

十
八
画
に
成
長
し
ま
す
。
二

十
才
台
に
自
分
の
コ
ー
ス
を

定
め
ま
す
。
決
ま
ら
な
い
場

合
は
才
能
が
豊
か
で
定
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
十
八
画
は
自
分

が
選
ん
だ
こ
れ
一
本
で
勝
負

す
る
と
い
う
生
き
方
に
な
り

ま
す
。
途
中
で
諦
め
た
り
し

ま
せ
ん
。

天
格

二
十
画
は
家
風
や

親
子
関
係
を
み
ま
す
。
親
は

子
煩
悩
で
き
め
細
や
か
な
子

育
て
を
し
ま
す
が
少
し
口
う

る
さ
い
慎
重
型
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
激
烈
な
も
の
は
心
配

で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
温
か
く

見
守
っ
て
下
さ
い
。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
人
相
」

写
真
が
貼
ら
れ
ま
す
。
の

び
の
び
と
し
た
可
愛
い
い
お

顔
で
す
。
「
可
愛
い
。
可
愛

い
。
」
と
育
て
る
と
赤
ち
ゃ

ん
も
一
生
懸
命
可
愛
い
く
な

ろ
う
と
し
ま
す
。
親
と
子
の

間
に
は
見
え
な
い
気
が
流
れ

て
い
ま
す
。

人
相
で
は
先
、
顔
の
形
は

三
形
質
で
大
き
く
み
て
、
次

に
三
停
に
分
け
ま
す
。

上
停

額
の
部
分
で
親
や

先
祖
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

や
頭
の
良
し
悪
し
な
ど
を
み

ま
す
。
額
は
女
は
広
く
、
男

は
狭
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
男
は
自
力
で
稼
ぎ
な

さ
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。
中
央
は
五
つ
の
部
位

（
天
中
・
天
庭
・
司
空
・
中

正
・
印
堂
）
が
あ
り
ま
す
。

慧
ち
ゃ
ん
の
額
の
真
ん
中
に

画
相
が
出
て
い
ま
す
。
左
側

は
父
方
の
先
祖
で
ま
ぶ
た
が

厚
く
慧
ち
ゃ
ん
に
似
た
顔
で

す
。
右
側
に
は
瓜
実
顔
の
美

形
の
女
性
で
す
。
先
生
に
教

え
ら
れ
れ
ば
「
な
る
ほ
ど
。
」

と
わ
か
り
ま
す
が
、
自
分
で

は
中
々
み
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
停

本
人
の
社
会
で
の

活
躍
な
ど
が
表
わ
れ
ま
す
。

慧
ち
ゃ
ん
の
魚
尾
に
も
美
形

の
女
性
の
画
相
が
出
て
い
ま

す
。
将
来
の
お
嫁
さ
ん
で
し
ょ

う
か
？
目
の
周
り
か
ら
頬
に

か
け
て
ふ
っ
く
ら
し
て
い
て

と
て
も
も
て
る
子
で
す
。
大

ら
か
な
人
柄
が
好
か
れ
ま
す
。

田
宅
は
親
か
ら
の
財
産
相
続

な
ど
を
表
わ
し
ま
す
。
欧
米

人
に
は
田
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。

下
停

食
禄
、
家
庭
の
愛

情
、
生
活
な
ど
を
み
ま
す
。

現
代
は
人
中
が
狭
く
な
っ
て

い
る
傾
向
が
あ
り
美
人
顔
と

好
ま
れ
て
い
ま
す
。

眉
は
兄
弟
の
み
な
ら
ず
身

内
も
表
わ
し
、
法
令
と
共
に

寿
命
や
将
来
性
に
か
か
わ
る

大
切
な
所
で
す
。

慧
ち
ゃ
ん
は
左
側
の
眉
頭

の
毛
が
立
っ
て
い
て
長
男
の

相
を
持
ち
、
文
才
や
「
や
る

ぞ
！
」
と
い
う
気
力
を
持
ち
、

又
小
鼻
の
張
り
（
赤
ち
ゃ
ん

は
乳
を
飲
む
の
で
張
っ
て
い

ま
す
が
）
か
ら
み
て
も
、
丈

夫
な
子
と
み
ま
す
。
左
目
が

大
き
い
の
で
将
来
外
に
出
て

事
業
家
タ
イ
プ
と
し
て
仕
事

に
励
む
で
し
ょ
う
。
髪
際
の

山
林
・
高
広
か
ら
も
親
か
ら

の
不
動
産
を
得
る
で
し
ょ
う

し
、
自
分
で
も
豊
か
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
る
で
し
ょ
う
。

段
々
と
腮
骨
な
ど
も
出
て
き

て
男
の
子
ら
し
い
顔
に
成
長

し
て
い
き
ま
す
。
楽
し
み
で

す
ね
。
そ
の
他
、
目
な
ど
対

に
な
っ
て
い
る
所
は
比
較
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
注
意

点
と
し
て
は
の
ど
・
気
管
支
・

肺
で
す
。
具
合
が
悪
か
っ
た

り
、
不
運
の
時
は
蒙
色
が
茶
、

灰
色
で
部
位
に
で
ま
す
。

人
を
鑑
定
す
る
こ
と
は
大

変
な
こ
と
で
す
か
ら
人
相
だ

け
で
す
べ
て
が
解
る
訳
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
命
式
な
ど

も
参
考
に
し
た
ら
良
い
で
し
ょ

う
。
お
元
気
で
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
有
宵
会
顧
問
・

書
道
家
管
原
有
恒
先
生
が
書

道
・
清
真
会
の
理
事
長
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
益
々
の
御
活

躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

管
原
先
生
に
は
、
独
自
の

易
の
解
釈
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
時
間
の
都
合

上
、
改
め
て
御
講
演
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
有
宵
会
は
福
田
先

生
の
得
卦
・
風
雷
益
が
示
す

通
り
非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。
歳
と
共
に
外
出
が

億
劫
に
な
り
ま
す
が
、
実
際

に
講
演
を
聞
く
と
新
し
い
事

を
知
り
脳
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。

若
さ
を
保
つ
秘
訣
で
す
。
そ

し
て
な
に
よ
り
話
が
お
も
し

ろ
い
で
す
。
皆
様
の
御
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第１１２号 有 宵 会 だ よ り 令和４年７月吉日



比
叡
山
延
暦
寺

大
川
法
祥
先
生

「
比
叡
山
延
暦
寺
の
真
実
」

を
Ｂ
Ｓ
朝
日
テ
レ
ビ
で
視
聴
。

今
ま
で
秘
と
さ
れ
、
見
聞
で

き
な
か
っ
た
講
堂
学
問
所
の

奥
深
く
ま
で
特
別
に
カ
メ
ラ

が
許
さ
れ
、
映
像
を
克
明
に

映
し
出
し
て
お
り
、
そ
の
神

秘
に
触
れ
、
感
動
し
ま
し
た
。

伝
道
大
師
最
澄
は
、
三
十

八
歳
の
時
に
唐
へ
渡
り
、
法

華
経
を
学
び
、
七
八
四
年
の

帰
朝
後
、
天
台
宗
を
開
き
ま

し
た
。

「
延
暦
寺
法
華
経
寺
院
」
全

国
に
六
ヵ
所
東
塔
を
建
立
。

そ
こ
に
は
千
巻
の
法
華
経
と

密
教
が
融
合
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
最
澄
の
思
い
、
延
暦

寺
の
懐
の
深
さ
で
す
。

講
堂
学
問
所
に
は
、
「
法

然
・
親
鸞
・
白
蓮
・
道
元
」

円
楽
寺
で
修
行
さ
れ
た
僧
の

像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
な
ど
の
像
が
ま
さ
に

一
隅
を
照
ら
し
、
宗
教
を
広

め
て
い
っ
た
の
で
す
。

信
長
の
比
叡
山
焼
き
討
ち

に
よ
り
焼
失
し
た
中
で
、
原

形
を
と
ど
め
な
い
三
体
の
仏

像
も
祀
ら
れ
て
い
て
、
そ
の

痛
ま
し
さ
に
思
わ
ず
息
を
の

み
ま
し
た
。
歴
史
の
真
実
で

す
。

「
不
滅
の
灯
一
隅
を
照
ら
す
」

と
は
、
千
二
百
年
消
え
る
こ

と
が
無
い
の
で
は
な
く
、
消

さ
な
い
様
に
、
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

延
暦
寺
が
他
の
寺
と
は
違

う
点
は
、
仏
様
が
参
拝
者
と

同
じ
目
線
に
あ
り
、
お
経
を

唱
え
る
僧
た
ち
は
、
さ
ら
に

一
段
低
く
し
て
座
し
、
仏
様

へ
の
橋
渡
し
を
す
る
様
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

東
京
の
寛
永
寺
は
、
延
暦

寺
に
習
っ
て
仏
様
と
参
拝
者

は
、
同
じ
目
線
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◎
賛
助
金
ご
報
告

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
賛
助
の
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の

ご
厚
情
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

＊
令
和
四
年
七
月
二
日
現
在

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

河
野
有
泉

金
子
智
佳
子

阿
部
治

小
沼
麗
華

泰
山
林
翰

＊
本
掲
載
は
前
後
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◎
行
事
・
活
動
報
告

◆
六
月
三
十
日
（
木
）

「
夏
越
大
祓
式
（
大
茅

の
輪
く
ぐ
り
）
検
見
川

神
社
（
千
葉
市
花
見
川

区
）今

年
も
八
方
除
け
御
加
護

で
名
高
い
、
検
見
川
神
社
様

の
夏
越
大
祓
式
に
、
有
宵
会

お
よ
び
杉
本
侑
穂
先
生
主
宰

の
學
侑
堂
有
志
一
同
ら
と
共

に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
境
内
を
埋
め
尽
く
す

ほ
ど
大
勢
の
氏
子
様
も
参
加

さ
れ
、
大
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、

半
年
間
の
穢
れ
を
祓
い
清
め

ま
し
た
。
ご
神
前
で
の
特
別

祈
祷
で
は
、
参
加
者
各
々
が

心
願
を
祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

〈
参
加
者
〉
三
十
三
名

福
田
有
宵

佐
藤
宗
昡

杉
本
侑
穂

岩
崎
杏
泉

渋
谷
由
紀
子

南
亜
希

宮
﨑
民
子

秀
和
仙
宵

白
土
愛
眞

手
塚
唯
次

友
部
れ
い
子

八
川
林

加

學
侑
堂
、
佐
藤
宗

昡
教
室
他

＊
敬
称
略
・
順
不
同

ご
氏
名
は
有
宵
会
会
員
の
み

掲
載

◆
七
月
二
日
（
土
）

有
宵
会
理
事
会
を
開
催

三
年
ぶ
り
に
有
宵
会
の
理

事
会
を
開
催
し
、
理
事
の
改

選
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
六

月
三
十
日
付
現
在
で
会
員
の

方
に
は
、
総
会
資
料
で
詳
細

を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
次
回
行
事
予
定

◆
九
月
二
十
五
日
（
日
）

三
鷹
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

無
料
鑑
定
会

三
年
ぶ
り
に
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
が
検
討
さ
れ
、

有
宵
会
で
は
無
料
鑑
定
会
を

開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
合
せ
：
佐
藤
宗
昡
先

生＊
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

状
況
に
よ
っ
て
は
、
直
前
に

予
定
変
更
の
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

【
事
務
局
だ
よ
り
】

◎
次
回
例
会
の
ご
案
内

日
時
／
令
和
四
年

九
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
一
時
～
五
時

会
場
／
北
千
住
マ
ル
イ

一
〇
階

講
義
室

＊
定
員

五
十
名
ま
で

講
演
会

福
田
有
宵
先
生
、

ほ
か

＊
開
催
時
間
の
直
前
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
側
よ
り
、

場
所
取
り
に
関
す
る
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
注
意
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
情
報
は
、

有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
要
必
読
】
会
員
更

新
手
続
き
に
つ
い
て

年
会
費
：
八
千
円

納
入
期
限
：
七
月
か
ら

十
月
末
日
ま
で

＊
引
き
続
き
会
員
と
し
て
ご

継
続
を
い
た
だ
け
る
方
は
期

限
ま
で
に
年
会
費
の
納
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
事
務
処
理
の
関
係
で
、
十

月
末
迄
に
ご
継
続
の
ご
意
思

が
確
認
出
来
な
い
場
合
は
、

会
報
誌
等
の
送
付
を
お
止
め

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
退

会
後
は
、
福
田
有
宵
先
生
の

ご
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

有
宵
会
の
肩
書
を
使
用
し
た

活
動
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
令
和
四
年
五
月
度
例

会
参
加
者

五
月
度
は
、
四
十
五
名
の
か

た
が
ご
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
懇
親
会
は
中
止
）

【
編
集
後
記
】

街
中
に
人
の
波
が
戻
り
つ

つ
あ
る
中
、
有
宵
会
に
も
複

数
の
団
体
か
ら
鑑
定
会
開
催

の
お
誘
い
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ご
相
談
が
多
い

「
仕
事
運
」
「
起
業
」
に
関

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
更
に
読
み
筋
が
難
し
い
状

況
下
で
も
あ
り
ま
す
。

株
式
会
社
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
社
が
二
月
二
十
五
日
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
公
開
し
た
、
「
倒
産

企
業
の
平
均
寿
命
２
３
．
８

年

３
年
ぶ
り
に
上
昇
【
２
０

２
１
年
】
」
の
結
果
で
は
、

業
種
別
お
よ
び
、
老
舗
企
業

（
業
歴
三
十
年
以
上
）
と
新

興
企
業
（
業
歴
十
年
未
満
）

別
の
平
均
寿
命
と
そ
の
要
因

が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
九
星
気
学
上
で
判

断
す
る
業
種
別
の
特
徴
や
遁

甲
と
共
通
す
る
点
が
多
く
、

占
術
に
お
い
て
も
判
断
の
裏

付
け
に
な
る
情
報
と
し
て
参

考
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
八
月
で
有
宵

会
は
、
一
九
九
六
年
の
創
立

か
ら
二
十
六
周
年
を
迎
え
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
（
二
〇
一

〇
年
四
月
）
か
ら
は
、
十
二

周
年
と
な
り
ま
す
。
福
田
有

宵
先
生
と
諸
先
輩
方
が
こ
れ

ま
で
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

占
例
の
数
々
は
、
こ
の
厳
し

い
社
会
の
波
を
ど
う
乗
り
こ

な
し
て
い
く
か
、
に
つ
い
て

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

方
々
と
の
交
流
か
ら
研
鑽
を

積
む
所
存
で
す
。

事
務
局
長

八
川
林
加

第１１２号 有 宵 会 だ よ り 令和４年７月吉日


